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MoTeC Display Logger 導入-その３ 

前回の「その 2」では、Display Logger の機種とオプションの選定方法について説明しました。 今回の「その 3」では、

購入した Display Logger を実際に使用するための “初期設定（Dash Manager 設定）” を解説します。 Dash 

Manager は、Display Logger の CAN 設定・ログ設定・表示設定など、運用に必要なすべての項目を管理するソ

フトウェアです。 ここでは、導入直後に必ず行うべき基本設定について順を追って説明します。 
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【重要:OneDrive 使用環境でのインストールについて】 Rev1 にて追記 

本ソフトウェアは、OneDrive の「PC フォルダー同期（Known Folder Move）」が有効な環境では、

一部機能が正常に動作しない場合があります。 特に Documents フォルダーが OneDrive にリダイレクトさ

れている環境では、 設定ファイルの保存・読み込みが失敗する、プロジェクトが破損するなどの不具合が発生す

る可能性があります。 

OneDrive を使用している PC へのインストールは推奨されません。 One Drive 機能を無効化削除、も

しくは、事前に PC フォルダー同期を無効化し、Documents をローカルに戻した状態 でご利用ください。 
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１．CAN 接続 
Display Logger は複数の CAN に同時接続し情報を収集する事が出来るという特徴を持っています。 

C12X シリーズは２つ、C18X シリーズは 4 つの CAN に同時接続可能です。 

 

                
 
   CAN の配線は Hi（白）と Lo（緑）の２本を必ずツイストして使用します。ツイストすることで外部からのノイズ耐

性が向上し、エラーを回避できます。また、Hi と Lo 間を 100Ω抵抗（終端抵抗）でブリッジしてください。 

   CAN ケーブルが 2m 以内であれば片端に 1 個、それ以上だと両端に 2 個の終端抵抗が必要です。 
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2．各種センサーコネクタ接続 
C12X シリーズでアナログ(AV・AT)入力を行う場合は IO オプションが必要となります。 

コネクタの入力 Pin 配列は下記 AVO ホームページの Display Logger の機種別ページのピン配列を参照くださ

い。 

     https://avomotec.com/products/display-loggers 

 

 

3．他社製 ECU との接続に関して 
導入その 2 でも触れていますが、プレインストールされている CAN 通信用テンプレートが多数用意されています。 

 しかし、MoTeC 側から他社製 ECU との接続を保証しているものではありません。  

 

 

Pin18:CAN1 Lo 
Pin19:CAN1 Hi 
Pin26:CAN2 Lo 
Pin27:CAN2 Hi 
 

Pin73:CAN1 Lo 
Pin74:CAN1 Hi 
Pin75:CAN2 Lo 
Pin76:CAN2 Hi 
Pin71:CAN3 Lo 
Pin72:CAN3 Hi 
Pin59:CAN4 Lo 
Pin60:CAN4 Hi 
 

通常、MoTeC ECU は、配線 AWG22 を使用し CAN2 に接続します。 
初期設定も CAN2 に MoTeC ECU を接続する設定となっています。 
 

●C12X シリーズ                       ●C18X シリーズ 

●ODBⅡポートへの接続 

OBDⅡポートから CAN が出力されている車種に対しては、#61197
の OBDⅡハーネスを使用することで CAN より出力される情報を取り込
み可能です。 
 
CAN 出力に対応していない車種に関しては対応出来ませんので注意
が必要です。 
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4．PC との接続 
Display Logger と PC の接続には LAN ケーブルを使用します。なお、LAN ケーブルは特殊な物ではなく、一般

的な LAN ケーブルです。 

      

1) Dash Manager をインストール 
Dash Manager は以下から対象機種を選択しダウンロードします。  

 

         MoTeC 最新ソフトウェア: https://avomotec.com/motec-official-library/ 

 

     ダウンロードしたファイルを実行しインストールします。 

 

2) Display Logger と PC 接続確認 

  ① Display Logger 本体に電源 12V を接続し起動します。 

② Dash Manager を起動し LAN ケーブルで本体と PC を接続します。 

➂ 通信確認のため Get Configuration をクリックし DisplayLogger のデータを読み込みます。 

 

 

 

 Display Logger と Dash Manager の機種が一致していればシリアル番号が表示されます。 

 

 

  

 

 

LAN で接続されてる DisplayLogger のシリアル番号を確認し、選
択後 Select をクリックすると、DisplayLogger の設定データが
Dash Manager へ読み込まれます。 

 

もし、シリアル番号が表示されない時は以下を再確認します。 
①DisplayLogger と Dash Manager の機種不一致 
②LAN 通信不良 
  ・LAN ケーブル不良 
  ・USB-LAN 変換アダプター不良 
  ・PC-LAN ポート設定不良 
 
LAN の通信不良が疑われる場合は、同じ LAN 構成によるインター
ネット接続を確認し、PC-LAN 環境に問題ないことを確認お願いしま
す。 

シリアル番号表示なし 
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５．Display Logger の初期設定 

5.1 CAN 初期設定。 

 

 

 

 

  
 

 

●File ➡ New をクリック。 

 

 

●ベースとなる初期テンプレートが準備されています。 
接続先 ECU を選択してください。 
テンプレートがなければ Default を選択してください。 

 
 ＜MoTeC ECU＞ 
  ・ M1 
  ・ M4 M48 
  ・ M400 M600 M800 
  ・ M84 
 
 ＜OBDⅡ＞ 
  ・ OBDⅡ 
 

 

 

●Connections ➡ Communications…をクリック。 

 

 

 

●CAN2 をクリック 
  1.CAN 接続で説明していますが、MoTeC ECU は CAN2 接続を前 

提で初期設定されています 。 
 
セクションを選択し、右窓に表示される受信チャンネルで取り込みたいチ
ャンネルのチェックボックスにチェックする。 
 
もし、PDM、他社製 ECU などの CAN デバイスを取り込むためには
Select をクリックし、対象機器のプリセットテンプレートを読み込ませてく
ださい。 

セクション別の設定 
となっています。 

セクションで選択
した受信チャンネ
ルを表示 
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5.2 コネクターからのインプット/アウトプット設定。 

  

 

 

●対象機器のテンプレートを選択。 
   
なお、これらのテンプレートは他社製 ECU との接続を保証する
ものではありませんので、ご了承ください。  
 

プリセットテンプレート 
スクロールにより多数のテンプレートが確認
できます。 

●Setup Device をクリック。 
   

 

●設定したい項目をクリック。 
・ Input Pins :入力設定 
・ Output Pins :出力設定 
・ Internal Pins :内部センサー/電源 
   

●設定したい Pin をダブルクリックするか、Pin を選択し下部の
Channel…をクリック。 
・ AV1～ 
・ AV SPD1～ 
・ AT1～ 
・ DIG～ 
・ SPD1～ 

  

Input Pins | Output Pins | Internal Pins 

Pin の設定内容 

 

 

●設定したい（接続した）項目を選択し OK をクリック。 
表示方法は Category 別表示か、Search の項目羅列からス
クロール、もしくはテキスト名で検索する方法があります。 
青い➡が選択できる項目です。 
 
項目リストは膨大なため Search text での検索が便利です。 
下部の Edit で項目名を編集しアレンジすることも可能です。 
 

  
 

設定を完了したら、必ずデータを保存してください。保存していないデータは Dash Manager を閉じると消去されます。 
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5.3 コネクターからのインプット設定項目の Calibration。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

●AV1 に「Engine Oil Pressure[kPa]」の設定を例に解説し
ます。 
 

  Calibration 設定方法は２つあります。 
①プリセットデータより選択する方法 
②手動によるマニュアル設定方法  

 
＜①プリセットデータより選択する方法＞ 

「Engine Oil Pressure[kPa]」を選択し、下部の Load 
Cal…をクリックする。 
  
  
 
 Select Pressure & Stress Calibration 画面より対象セ
ンサーを選択し OK をクリック。 
もしくは Import 可能な Calibration データをお持ちであれば
Import…より取り込む事も可能です。 
 
対象センサーが見つからなければ、手動による設定となりますの
で、本画面は Close で閉じます。 
 
 
 
 
 
 

＜②手動によるマニュアル設定方法＞ 
最初の Connections 画面で「Engine Oil Pressure[kPa]」
を選択し、下部の Change Cal…をクリックする。 

 
  Engine Oil Pressure Calibration 画面で設定を行う 

 
Name:今から行う Calibration に名前を付ける。 
Method:入力ピンに対する測定方法 

 
   ＜アナログ入力＞ 
     ・ Absolute Voltage 

     →センサーが “絶対電圧” を出すタイプ（0–5V など） 
     ・ Ratiometric Voltage 

     →供給電圧に比例して変化するセンサー 
     ・ Variable Resistance 
       →抵抗値が変わるセンサー（NTC） 
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5.4 Display Logger に設定内容を送信する。 

 

 

 

5.5 Display Logger の設定内容を受信する。 

   

 

●Dash Manager の設定内容を Display Logger へ送信し、
書き込むために Send Configration をクリック。 

  

●Display Logger の設定内容を Dash Manager に取り込むた
めには Get Configration をクリック。 

                                ― 以上 ― 
 

 

 

 

 

Calibration table:入力値に対する変換テーブル 
   センサーの校正情報を元に左側へ電圧値、その変換値 

[kPa]を右側へ入力する。 
もし、センサー校正情報もなければ実測により設定を行う必 
要があります。 

 
   Pullup ohm:外部 Pullup 抵抗値(今回は未使用) 

温度センサー（NTC）を接続時には外部 Pullup 抵抗が必 
須となっており、抵抗値の設定を行う。 
 
Zero Calibration:本設定では未使用 

 
忘れずに設定終了後は Save As…で保存を行います。 

 

＜実測により設定＞ 
   1000kPa のセンサー使用する際、          これでも表 

示は可能ですが、電圧と圧力が非線形だった場合は精度に欠 
けます。 
 
接続したセンサーに別の圧力計を接続し、実測を行いつつ設定 
を行います。 
右の圧力[kPa]に任意の値（50,100,150・・・）を設定し、 
実測の値がその値になったタイミングで Read Value をクリックし 
電圧値を取得設定する。これを、すべての圧力に対し実施して 
Calibration Table を完成させます。 
 
 
圧力センサーの場合、ゼロ点電圧が必ずしも 0V ではないセン 
サーも存在します。 
また、温度センサーなどは左のグラフのように非線形の場合もあ 
ります。 

 

 

非線形 


